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特 別 講 演 一 覧

■ ノーベル賞受賞記念特別講演　Nobel Lecture ■

  3月22日（金）　13:30 ～ 14:30 幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホール

　獲得免疫力がもたらした幸運
本庶　佑（京大高等研究院）

■ 特別講演　Special Lectures ■

3月21日（木） A会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールA

SL01 Crystal & Particle Engineering Strategies to Enable Efficient Direct Compression
Tablet Development of Pharmaceuticals

13:30 ～ 14:30 Changquan Calvin Sun（University of Minnesota）

SL02 薬物投与技術の進歩と未来の医療
14:45 ～ 15:45 橋田　充（京大高等研究院）

SL03 結晶スポンジ法：天然物化学，創薬研究への応用
16:00 ～ 17:00 藤田　誠（東大院工）

SL04 酸化・親電子ストレスとそれを制御する活性イオウ分子
17:15 ～ 18:15 熊谷 嘉人（筑波大医）

3月22日（金） A会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールA

SL05 超音波治療の新展開 －コンビネーションデバイスとして－
9:30 ～ 10:30 松本 洋一郎（東京理大）

SL06 睡眠覚醒の謎に挑む
10:45 ～ 11:45 柳沢 正史（筑波大国際統合睡眠医科学研究機構）

3月22日（金） 幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホール

SL07 P型ATPaseによるイオン輸送とその制御機構
14:45 ～ 15:45 豊島　近（東大定量生命科学研）

SL08 The academic training of pharmacists in Germany
16:00 ～ 17:00 Theo Dingermann（University of Frankfurt）

3月23日（土） A会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールA

SL09 生命科学の中の薬学 －薬学に期待すること－
10:45 ～ 11:45 浅島 誠（帝京大戦略的イノベーション研セ）
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会 場 周 辺 案 内 図

★会場一覧
講演、ポスター、展示会場 施　設 建　物 階

A, B, C, D 会場

幕張メッセ
国際会議場

2F
I, J, K, L, M 会場 1F
N, O, P, Q, R 会場 3F
S, T, PO（ポスター）, 展示会場 国際展示場 ホール8 1F
E, F, G, H 会場 ホテルニューオータニ幕張 2F

受 付 等 施　設 建　物 階
総合受付（総合案内, 薬剤師研修認定シール受付・配布）

幕張メッセ 国際会議場
1F

クローク① -1, 2, 3
PC・座長受付①（A-D, I-T 会場の方） 2F
クローク②, PC・座長受付②（E-H 会場の方） ホテルニューオータニ幕張 2F
ランチョンセミナー整理券配付 幕張メッセ 国際展示場 ホール8 2F

懇 親 会 会 場 ホテルニューオータニ幕張
鶴の間（麗・悠） 2F
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幕 張 メ ッ セ
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ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 幕 張



13

系 分　類 演題数 掲載数

A 化学系薬学
有機化学 523 5
生薬学・天然物化学 304 3
医薬化学 168 2

B 物理系薬学
物理化学・生物物理 151 2
分析化学 137 1
放射化学 46 1

C 生物系薬学
生物化学 333 3
薬理学 324 3
微生物学 90 1

D 環境・衛生系薬学
衛生化学・公衆衛生学 197 2
環境科学 61 1
社会と薬学 9 1

E 医療系薬学

薬剤学 116 2
製剤学 164 2
医療薬学 368 3
社会薬学 97 1
医療薬科学 114 2

F その他
薬学教育 119 2
薬学史とその他 18 1

合　計  3,342* 38

系別一般学術発表演題数およびハイライト掲載数一覧

一般学術発表 発表番号について

シンポジウム番号について

【一般学術発表（口頭）の表記】
例）21N-am01…21日N会場（幕張メッセ国際会議場301-A）、午前の1番目の演題
【一般学術発表（ポスター）の表記】
例）21PO-pm120……21日PO会場（幕張メッセ国際展示場ホール8）、午後の120
番のパネル（奇数番号と偶数番号で示説時間が異なります）

※どちらも優秀発表賞審査希望者には末尾に S が付きます

【シンポジウムの表記】
OS ：特別シンポジウム（理事会企画シンポジウム）
IS   ：特別シンポジウム（国際交流シンポジウム）
S    ：一般シンポジウム
GS ：大学院生シンポジウム

＊2019年2月1日現在


